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〒546-0022 大阪市東住吉区住道矢田3-4-3（法人事務所） Tel：06-6769-1517

リカバリハウスいちごは、

あらゆる依存問題からの

回復をめざす本人や家族

の方のための依存症回復

施設です。

私にとって、この「感謝のつどい」は一生忘れ

ることのできない出来事になりました。

きっかけは、たしか8月頃だったと思います。尼

崎所長の武輪さんから、「感謝のつどいで使うチ

ラシの絵を書いてくれないか」と依頼を受けまし

た。私はこれまで建屋や建物の絵を描いたことが

なく、自信もありませんでしたので、最初は断ろ

うと思っていました。しかし武輪さんが「いちご

の通所者が描くことに意味がある」と言ってくだ

さり、その言葉に背中を押され、なんとか描き上

げることができました。出来栄えが上手なのか下

手なのか自分では分かりませんでしたが、その絵

を採用していただき、とても嬉しく思うと同時に

少し恥ずかしい気持ちもありました。

当日は、業務を終えたあと、直接会場へ向かい

ました。昼食をとった後、受付係を担当しました。
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来場された方のほとんどが知り合いで、中には

久しぶりに会う方もおり、受付をしながら会話を

交わせたことも嬉しく、受付を担当してよかった

と思いました。当初は参加人数は100名ほどではな

いかと考えていましたが、実際には156名もの方が

参加してくださり、とても賑やかな集いとなりま

した。

各部門での体験談では、身近な方々が多く、皆

さんが堂々と心を込めてお話しされている姿が印

象的でした。久しぶりに話を聞く方もおり、とて

も懐かしく感じました。また、楽器演奏に参加さ

れた方々の演奏も素晴らしく、会場の雰囲気をよ

り和やかなものにしていました。

この集いは、私だけでなく、参加された多くの

方々の心にも残る大切な時間になったのではない

かと思います。（メンバー下吉）

私たちは、アルコール・薬物・ギャンブル等の使用によって困ってきた人達

への地域支援に取り組んでいます。 「どうすればいいのかわからない」

「やめていきたい」「居場所や働く場がほしい」ご本人や家族、関係者の方

のお電話、見学を歓迎しています（連絡先は最後のページに記載）

※いちごの会法人事務所のFAX番号が06-4302-4820へ変更になりました。

いちご尼崎開所 10周年感謝の集いを振り返って

2025年12月20日（土）にいちご尼崎開所10周年感謝の集いを開催し

ました。日頃お世話になっている断酒会、病院、行政の方々からご挨拶

をいただき、植松理事長の記念講演を皮切りに、メンバーさんとご家族、

OBOGの方々から体験談をお話ししていただきました。最後は演奏と歌

で大団円となりました。

開所10周年感謝のつどい～未来、希望、仲間と共に～
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昨年に引き続き、「アルコール関連問題関係者

会議 アルコール依存症の親と子どもへの支援を

考える～part 2～」（厚労省民間団体支援事業）を

2025年12月14日に新大阪TKPカンファレンスセン

ターにて開催いたしました。会場参加とウェビ

ナー参加を合わせ、200名を超えるたくさんの方に

ご参加いただきました。医療、教育、地域など異

なる立場で親子の支援をされている専門家の方々

と当事者の方４名に講演いただきました。講演後、

会場では９つのグループに分かれて「それぞれの

立場で何ができるのか」、「当事者としてどんな

支援を望まれるのか」を検討し、グループごとに

発表を行いました。

アルコール関連問題関係者会議

活発な意見交換、新たなネットワークの構築な

ど支援のこれからの可能性をより深める研修会と

なりました。（松政）

去る1月１５日（木）と２９日（木）に、いちご

長居を会場に、上記の講座を西川が担当して開催

しました。両日ともに約３０名の参加者でした。

今、依存症の医療や回復施設の現場ではギャン

ブル依存症に苦しむ患者やその家族が増加してい

ます。その人たちと回復に関わる支援者を対象に、

病気に関する知識の提供を目的にしました。

第1回は「ギャンブル依存症と関連問題」を

テーマにギャンブル依存症の症状やその生活問題

を伝え、病気の回復に取り組んでおられる当事者

からの体験談とギャンブル依存症者の家族からの

ギャマノンの紹介と体験談で盛り上げていただき

ました。

「ギャンブル依存症講座」開催後の報告

第2回は「ギャンブル依存症の回復と自助グルー

プ」をお伝えし、ギャンブル依存症による借金問

題について「いちょうの会」から活動の報告をい

ただき、「借金問題は必ず解決できます」と力強

いお言葉をいただいて終わりました。（西川）

1月26日、いちごの会内部研修会が大阪市長居

障がい者スポーツセンターにて開催されました。

今回は「体験談」「児玉語録」「変わったこと、

変わらないこと」の3つのテーマで三部構成に分け

て行われ、スタッフメンバーを含め40名以上の方

にお話しいただきました。

それぞれのテーマに沿って語られる経験や思い

から、多くの学びと気づきを得ることができました。

会場は対面形式での開催となり、参加者は話し

手の言葉にしっかりと耳を傾けながら、真剣な雰

囲気の中で研修に臨んでいました。

参加者からは「普段あまり話を聞く機会のない

人の話も、じっくり聞くことができて良かった」

という感想もありました。

いちごの会内部研修会

日々の取り組みを振り返る機会にもなり、改め

て大切にすべきことや今後につながるヒントを共

有できた、充実した時間となりました。（岸田）
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大阪府の依存症早期介入・回復継続支援事業と

して今年は研修会を二つ開催させていただきまし

た。２０２６年2月8日に『困難にある親子との出

会いから～アルコールや薬物依存症のある親とそ

の子どもに対する支援と相談を受ける仕組みを考

える研修会』を行いました。生きづらさを抱える

子どもたちに向けた研修会もずっと続けてやって

きましたが今回は依存症や困難を持つ親のもとで

育った子どもさんへの影響やどういった支援が実

際に行われているのか、研究者の立場から筑波大

学の森田展彰様、現場の声として北海道の麦の子

会理事長の北川聡子様にご講演をいただきました。

当事者の立場からはいちごに所属されているメン

バーさんが自身の経験を分かち合ってくださいま

した。参加者からも沢山の感想をいただき、改め

て当事者の語る体験談の重みを実感しました。

大阪府の依存症早期介入・回復継続支援事業の研修会

2月22日 つながり活動 AAラウンドアップ参

加 大阪府富田林市で開催されました『AA関西ラ

ウンドアップin富田林 激アツ希望の収穫祭』に

いちごから五人で参加してきました。ラウンド

アップ参加が初めてのメンバーさんも日本中から

ラウンドアップ参加が
初めてのメンバーさん

参加していた仲間たち

との出会いからもらっ

たものもあったのでは

ないでしょうか。道中

の電車やバスもピク

ニックみたいでとても

心地の良い時間でした。

（渡邊）

また3月15日には『子どもの自殺とアディクショ

ン おかれた状況 ～実際の現場からの声を聞く

～』と題して自殺対策支援センターライフリンク

代表の清水康之様にご講演をいただきました。ま

た当事者の立場からは二人の体験談をお聞きしま

した。依存症当事者の語りには涙を流す参加者の

姿も多数見られました。年間５００人を超える子

どもの自殺に対して個人的な問題にとどまらない

社会の問題としての子どもの自殺について参加者

みんなで考える研修会、意見交換会となりました。

（渡邊）

表彰ミーティングについて

昨年の全体会議の中で断酒した方に対しての評価が少し

低いのではないかという意見がメンバーの中で出ました。

それで検討した結果、断酒、断薬、断ギャンブルの1、3、

6、9か月と1年2年3年…の方の名前を読み上げて、その

方々に体験を話していただこうということになりました。

またリカバリハウスいちご全体のプログラムを

一度見直すことになり、ブラッシュアップ（やり方を

より良くすることで完成度や質を向上させるプロセス

のこと）を考えることになりました。 。

しかし、ZOOMという方法で体験をはなすことに戸惑

いがある方や、その時間には都合がつかない方が多く

て1時間という時間が余ってしまうこともあります。

すべてのいちごの事業所のメンバー参加している

のですから、もっと充実した意義あるプログラム

になるように期待しています。（坂本）。。。。。。
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依存問題でお悩みの皆様、お気軽にお電話ください。

◇リカバリハウスいちご 06‐6769‐1517 fax06-4302-4820 

（生活訓練、就労継続支援B型）

◇就労定着支援いちご 06‐6769‐1517 fax06-4302-4820 

（就労定着支援事業）

◇相談支援センターいちご 06‐6769‐1517 fax06-4302-4820 

（指定相談支援事業）

◇就労選択支援センターいちご 06-6769-1517 fax06-4302-4820 

（就労選択支援）

◇リカバリハウスいちご長居 06-6694-4701

（就労継続支援B型）

◇リカバリハウスいちご女性ユニット 06‐4703‐3884

（就労継続支援B型）

◇リカバリハウスいちご阿倍野 06‐6628‐1121

（就労継続支援B型）

◇いちごいちえ 06－7503－8087

（生活介護）

｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟ・｡・ﾟ・。｡・ﾟ・。｡・ﾟﾟ・。｡・ﾟ

◇リカバリハウスいちご尼崎 06‐7173‐6642

（生活訓練・就労継続支援B型）

◇グループホームいちご 06‐6605‐1153

（共同生活援助事業）

◇ヘルパーズハウスいちご 06‐7174‐0547

（居宅介護事業）

◇リカバリハウスいちご北大阪 06-7164-8161

（生活訓練、就労継続支援B型）

いちごについてより詳しい情報や、行事の

お知らせ、いちご通信のバックナンバーの

閲覧が出来ます

[HP] https://www.ichigonokai.jp

いちご通信 頒価100円

体験談 いちごに通所するきっかけ

私は自助グループと回復施設に通所しながらお酒を飲まない生活を二年継続しましたが、再飲酒から連続飲酒

になり、断酒会からも回復施設からも離れてしまい、また断酒をし人間らしい生活を取り戻すため、いちご女性ユニット

に通所を始めました。生活訓練という形で毎日通所、ミーティングを続けることで規則正しい生活をし、日中を安心、

安全な場所で過ごすことで、少しずつ自分を取り戻し、自身の依存症について向き合うことができました。

同じ悩みを持つ仲間と過ごし話す中で、自分のことも客観的に見つめられる力を少しずつできるように

なったと思います。それまでは誰かといても、何処か孤独感を感じ生きていましたが、私は一人じゃない、

仲間や親身になって話を聞いてもらえる支援者がいるので、私の生きづらい気持ちが楽になってきました。

その中で、外部業務という形で地域で依存症ではない人たちと一緒に働く機会を頂き、社会生活のあり方につ

いても学ばせて頂き、感謝しています。断酒を続けることで、自分の思考が「～すべき」「～しなければならない」

という強い義務感でどれだけ自分や他人を縛っていたか、完璧主義や自分のルールに固執し、それが守れない

と自分を責めたり、他人に怒りを感じることで強いストレスを感じ、対人トラブルを招いたと気付かされました。

それは、仕事、家庭、育児、人間関係、自分自身、すべてにおいてです。そのようなことを手放す対策として、

「こうあるべき」を「こうしたい」に変えてみたり、「必ずそうしなきゃダメなのか？」と自分に問いかけたりして、

客観視する考え方を学ばせてもらっています。

そうやってゆっくり少しずつ、段階を進み、以前から介護の仕事に関わりたい気持ちがあったので、通所しなが

らヘルパーの資格も取ることができました。ヘルパーの仕事をさせてもらう中で、キャリアアップしたい気持ちが

芽生え、実務者研修を受けました。初任者研修とはレベルの違いに苦労しました。前にも増して、通所しながらの

外部作業、ヘルパーの仕事、スクーリング。今から思うと本当にしんどかったなと思います。

研修を終えて思うのは、これらのことを乗り越えられたのは、最初に毎日通所し、日中をプログラムに沿ってい

ちごのルールを守る生活を続けたことが大きいと思います。いちごの中で自分自身を見つめ、人との距離感を考

えられる自分になりました。最初は人のことが気になり上手く距離を保てず、イライラしました。それも、お酒を飲

まない生活を続けることでずいぶん楽になりました。

もうすぐいちごに通所し、5年目を迎えます。飲まない生活も続けられています。改めて思うのは、決して自分一

人で酒を止め続けることはできない。いろんな人の支えがあり、仲間の輪から離れずに過ごせたおかげだと思い

ます。これからもお酒に手をつけることなく、人間らしい生活を続けていけたらと思います。 (メンバーI.K)

インスタができました！
いちごのInstagramができました！各事業所の紹介、日々のさまざまな活動やイベントの予定など

を発信していきます。ぜひフォローをお願いします！下のQRコードからアクセスできます。

ただいまYoutubeチャンネルやメーリングリストなども準備中です。さまざまなかたちで情報発信

していきますので、ぜひチェック＆シェアをお願いします！


